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更
新

吉
田
金
彦
、
訓
点
語
学
会
研
究
発
表

「
憶
良
の
語
法
―
く
れ
く
れ
と
―
」
攷
を
拝
聴
し
て

萩
原

義
雄

『
万
葉
集
』
山
上
憶
良
の
歌
及
び
読
み
人
知
ら
ず
の
歌
一
首
の
二
首
に
、

「
久
礼
々
々
と
」
の
語
を
用
い
た
歌
が
あ
る
。

く

れ

く

れ

と

Ａ
○
都
祢
斯
良
農

道
乃
長
手
袁

久
礼
々
々
等

伊
可
尓
可
由
迦
牟

ツ

ネ

シ

ラ

ヌ

ミ
チ

ノ

ナ
カ

テ

ヲ

ク

レ

ク

レ

ト

い

か

に

か

ゆ

か

む

可
利
弖
波
奈
斯
尓

一
云
可
例
比

波

奈

之

尓

（
西
本
願
寺
本
卷
第
五
．

番

ウ
②
）

か

り

て

は

な

し

に

888

26

Ｂ
○
或
本
歌
曰

緑
丹
吉

平
山
過
而

物
部
之

氏
川
渡

未
通
女
等
尓

相
坂
山
丹

あ
を

に

よ
し

ナ

ラ

ヤ

マ

ス
キ

テ

モ

ノ

ヽ

フ

ノ

ウ

チ

カ

ハ

ワ
タ
リ

オ

ト

メ

ラ

ニ

ア

フ

サ

カ

ヤ
マ

ニ

手
向
草

絲
取
置
而

我
妹
子
尓

相
海
之
海
之

奥
浪

来
因
濱
邊
乎

タ

ム

ケ

ク

サ

イ

ト

リ

ヲ

キ

ツ

ヽ

ワ

キ

モ

コ

ニ

ア

フ

ミ

ノ

ウ
ミ

ノ

オ
キ
ツ
ナ
ミ

キ

ヨ

ル

ハ

マ

ヘ

ヲ

久
礼
々
々
登

獨
雷
我
来

妹
之
目
乎
欲

（
西
本
願
寺
本
卷
十
三
、

番
５

ク

レ

ク

レ

ト

ヒ
ト
リ

ソ

ワ
カ
ク
ル

イ
モ

カ

メ

ヲ

ホ
リ

3237

オ
②
）

憶
良
が
副
詞
の
語
を
用
い
る
例
と
し
て
、
「
ま
に
ま
に
、
な
ほ
な
ほ
に
、
や
く

や
く
に
。
び
し
び
し
に
。
つ
ば
ら
つ
ば
ら
に
」
等
の
よ
う
に
、
「
―
に
」
型
副
詞

が
多
用
さ
れ
、「
―
と
」
型
副
詞
に
は
、「
今
日
々
々
と
」「
憂
し
と
や
さ
し
と
」

そ
し
て
こ
の
「
く
れ
く
れ
と
」
の
三
種
に
過
ぎ
な
い
。

憶
良
の
語
法
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、

「
か
行
け
ば
人
に
厭
は
へ
、
か
く
行
け
ば
人
に
憎
ま
へ
」〔
卷
五-

〕
804

「
今
日
行
き
て
明
日
は
来
な
む
と
」
〔
卷
五-

〕
870

「
行
く
舩
を
還
れ
と
か
」〔
卷
五-

〕
874

の
よ
う
に
、「
行
き
帰
る
」
の
歌
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
唐
に
渡
航
し
た
り
、

國
司
と
し
て
任
地
赴
き
戻
る
、
旅
の
徃
來
体
験
に
基
づ
い
た
意
識
が
あ
っ
て
、「
好

去
好
来
」
と
題
し
た
卷
五
の

番
で
は
、「
元
気
で
行
っ
て
、
元
気
で
還
っ
て
き

894
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な
さ
い
」
と
云
っ
た
思
い
が
彼
の
念
頭
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
憶
良
の
歌
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
徃
來
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
く
れ
く
れ
と
」
の
歌
も
「
―
と

い
か
に
か
行
か
む
」
「
―
と
獨
り
そ
吾
が
来
る
」
と
、
徃
來
歌
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。こ

の
「
久
礼
々
々
と
」
の
意
味
を
こ
れ
ま
で
ど
う
解
釈
し
て
き
た
の
か
を
確

く

れ

く

れ

と

認
し
て
お
く
と
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』
で
は
、（
Ａ
）
勝
手
知
ら

な
い
長
い
道
の
り
を
、
心
暗
く
ど
の
よ
う
に
し
て
行
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
食

べ
物
は
な
い
の
に
…
。
（
Ｂ
）
近
江
の
海
の
沖
の
波
が
寄
せ
て
く
る
浜
辺
を
、
心

も
暗
く
一
人
で
私
は
来
る
。
妻
に
逢
い
た
く
て
…
。
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
和
畳
語
副
詞
「
く
れ
く
れ
と
」
は
、
現
在
の
注
釈
書
及
び
辞
書
に
あ

っ
て
も
「
目
の
前
が
ま
っ
く
ら
に
な
る
よ
う
な
気
持
ち
で
、
暗
鬱
な
心
の
状
態

で
」（
三
省
堂
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
上
代
編
）
の
意
味
と
し
て
捉
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

※
岩
波
『
古
語
辞
典
』

「
く
れ
く
れ
と
」
〈
副
〉
〈
奈
良
時
代
は
、
ク
レ
ク
レ
ト
と
清
音
〉
悲
し
み
・
心

配
な
ど
で
心
も
暗
く
。
暗
い
気
持
ち
で
。「
沖
つ
波
来
寄
る
浜
辺
を
―
我
が
来
る
」

〈
万
三
二
三
七
〉
。「
更
に
古
へ
よ
り
今
ま
で
の
事
、
―
語
り
て
は
御
涙
の
み
ぞ
塞せ

き
あ
へ
ず
」〈
長
谷
寺
驗
記
下
〉

「
く
れ
ぐ
れ
」〈
副
〉
念
を
入
れ
る
さ
ま
。
繰
り
返
し
繰
り
返
し
。
か
え
す
が
え

す
。「
―
申
し
し
甲
斐
も
な
く
」〈
謡
・
二
人
静
〉

江
戸
時
代
に
お
け
る
「
く
れ
く
れ
と
」
の
語
考
究

１
，
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』

卷
五
・
八
八
八

初
く
れ
く
れ
と
、
世
俗
に
も
い
と
遠
き
所
を
は
、
く
れ
は
る
か
な
と
申
め
り
。

く
れ
／
＼
と
も
、
野
く
れ
山
く
れ
な
と
も
い
へ
り
。
又
俗
に
く
れ
／
＼
と
い
ふ
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な
と
申
は
、
く
り
か
へ
し
、
そ
の
事
を
い
ふ
心
な
り
。
此
く
れ
／
＼
と
い
ふ
詞

も
、
糸
を
く
り
か
え
す
に
、
な
か
く
て
限
り
な
き
心
に
て
、
い
ひ
そ
め
た
る
詞

に
も
や
侍
ら
ん
。

精
ク
レ
／
＼
ト
ヽ
ハ
、
遙
ナ
ル
ニ
云
詞
ナ
リ
。
俗
ニ
ク
レ
ハ
ル
カ
ト
云
モ
是

ナ
リ
。

卷
十
三
・
三
二
三
七

初
《
前
略
》
く
れ
／
＼
は
遠
き
を
い
ふ
こ
と
な
り
。
第
五
に
も
、
道
の
な
か

て
を
く
れ
／
＼
と
ゝ
い
へ
り
。

精
《
前
略
》
久
禮
久
禮
登
ハ
第
五
ニ
モ
ヨ
メ
リ
。

２
，
賀
茂
真
淵
『
万
葉
考
』
卷
九
〔
一
九
三
〇
年
、
國
學
院
大
學
藏
版
〕

久
禮
久
禮
等

く
れ
／
＼
は
京
言
（
ミ
ヤ
コ
コ
ト
）
に
は
く
り
か
へ
し
／
＼
て
ふ
意
に
て
か
き
り
な

き
を
い
へ
ど
こ
ゝ
に
て
は
く
ら
き
意
も
こ
め
た
と
る
を
云
く
ら
き
に
も
通
ふ
言
か

ド

３
，
橘
千
蔭
『
万
葉
集
略
解
』
〔
一
九
二
六
版
、
日
本
古
典
全
集
本
〕

卷
五
・
八
八
八

ク
レ
ク
レ
は
宣
長
云
、
斉
明
紀
歌
に
、
于
之
廬
母
倶
例
尼
と
有
る
ク
レ
な
り
。

ウ

シ

ロ

モ

ク

レ

ニ

ク
レ
は
闇
き
意
に
て
お
ぼ
つ
か
な
き
さ
ま
な
り
。
今
俗
言
に
も
ウ
シ
ロ
グ
ラ
キ

な
ど
言
ふ
と
言
へ
り
。

卷
十
三
・
三
二
三
七

ク
レ
ク
レ
ト
、
斉
明
紀
歌
に
、
于
之
廬
母
倶
例
尼
飫
岐
底
舸
庾
舸
武
と
有
る

ウ

シ

ロ

モ

ク

レ

ニ

オ

キ

テ

カ

ユ

カ

ム

は
、
後
ろ
も
闇
に
て
、
あ
と
の
事
の
心
も
と
な
く
思
は
る
る
な
り
。
集
中
、
常
知
ら
ぬ

道
の
長
手
を
く
れ
く
れ
と
と
言
ふ
も
同
じ
。

４
，
本
居
宣
長
『
万
葉
集
問
目
三
』
卷
五
、
〔
本
居
清
造
再
改
訂
『
本
居
宣
長
全
集
』

第
十
増
補
、
一
九
〇
二
年
、
吉
川
弘
文
館

頁
〕

552

卷
五
・
八
八
八

○
久
禮
々
々
等
い
か
に
。
不
レ

決
。
道
の
長
て
を
く
り
た
ゝ
ね
と
い
ひ
、
常
に

く
れ

転
く
り
ご
と
な
ど
い
ふ
を
思
ふ
に
、
く
り
か
へ
す
意
な
ら
ん
か
。

※
①
君
が
行
く
道
の
長
手
を
久
里
多
々
祢
（
繰
り
疊
ね
▽
動
詞
「
く
る
【
絡

ク

リ

タ

タ

ネ

・
繰
】
」
の
『
万
葉
集
』
三
例
、
他
動
詞
、
廻
ら
し
て
引
き
出
す
。
手
繰
っ
て
引

く
意
）
燒
き
亡
ぼ
さ
む
天
の
火
も
が
も
〔
卷
第
十
五
・
三
七
二
四
、
中
臣
朝
臣
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宅
守
に
狭
野
弟
上
娘
子
が
贈
っ
た
歌
〕

※
②
女
郎
花
生
ふ
る
沢
辺
の
真
田
葛
原
何
時
か
も
絡
而
我
が
衣
に
服
む
〔
卷

ま

く

ず

は

ら

ク

リ

テ

き

第
七
・
一
三
四
六
〕

※
③
何
円
女
の
手
染
め
の
糸
を
絡
反
片
糸
に
あ
れ
ど
絶
え
む
と
念
へ
や
〔
卷

ク
リ
カ
ヘ
シ

第
七
・
一
三
一
六
〕

５
，
『
万
葉
集
拾
穗
抄
』
卷
五
、
卷
十
三
の
上
段
注
釈

卷
五
・
八
八
八

く
れ
く
れ
と
は
来
る
と
来
れ
と
も
也
。

卷
十
三
・
三
二
三
七

く
れ
く
れ
と
―
来
る
来
る
と
也
。
れ
と
る
と
五
音
通
。

妹
か
目
を
ほ
り
は
、
見
ま
ほ
し
さ
に
と
也
。

『
文
選
』
所
載
「
駱
驛
」
の
語

『
文
選
』
に
、「
駱
驛
」
と
「
絡
驛
」
と
云
う
二
種
の
表
記
語
が
収
載
さ
れ
、

他
に
「
絡
繹
」
の
熟
語
と
し
て
漢
和
辞
典
、
新
版
『
漢
語
林
』〔
大
修
館
刊
〕
に

ラ

ク

エ
キ

よ
り
確
認
で
き
る
。

【
駱
驛
】

ラ
ク

エ
キ

往
来
が
続
い
て
絶
え
な
い
さ
ま
。
絡
繹

ラ
ク

エ
キ

。〔
馬
部

番

頁
〕

8839

1221

【
絡
繹
・
絡
驛
】

ラ
ク

エ
キ

連
な
り
続
く
さ
ま
。
人
馬
の
往
来
な
ど
の
絶
え
ず
続

く
さ
ま
。
繹
も
、
連
な
る
・
続
く
。〔
糸
部

番

頁
〕

5784

855

「
車
馬
―
―
」
馬
や
車
が
列
な
る
さ
ま
。
繰
り
返
し
。

吉
田
氏
は
、
諸
橋
轍
次
編
『
大
漢
和
辞
典
』〔
大
修
館
刊
〕
の
「
絡

ラ
ク

カ
ク

」
の
語
を

引
用
し
、

①
か
ら
む
、
か
ら
め
る
、
ま
と
ふ
、
ま
つ
は
る
。
説
文
、
絡
、
段
注
「
今
人

聯
絡
之
意
、
蓋
本
二

於
此
一

、
包
絡
字
、
漢
人
多
假
レ

落
為
レ

之
、
其
実
絡
之
引
用

也
、
楊
雄
傳
曰
、
緜
二

絡
天
地
一

以
絮
喩
也
」

【
絡
繹
】
ひ
き
つ
づ
く
。
往
来
の
続
い
て
絶
え
な
い
さ
ま
。
駱
驛
。
後
漢
書
、

ラ

ク

エ
キ

東
海
恭
王
疆
傳
「
方
伎
道
術
、
絡
繹
不
レ

絶
」
馬
融
、
長
笛
賦
「
繁
縟
絡
繹
、
范

蔡
之
説
也
」
注
善
曰
辞
旨
繁
縟
、
又
相
連
絡
也
」
衛
恒
四
体
書
勢
「
蔡
邕
作
二

篆
勢
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一

曰
、
遠
而
望
レ

之
、
鴻
鵠
羣
遊
、
絡
繹
遷
延
」
盧
照
鄰
、
長
安
古
意
「
玉
輦
縱
横
過
二

主
弟
一

、
金
鞍
絡
繹
向
二

侯
家
一

」
欧
陽
脩
、
憎
二

蒼
蠅
一

賦
「往
来
絡
繹
」

【
絡
繹

ト
シ
テ

載
路

ニ

】
往
来
の
人
が
相
連
な
っ
て
路
に
光
滿
す
る
こ
と
。
柴
野

ラ

ク

エ
キ

ミ
ツ

ミ
チ

栗
山
、
進
学
喩
「
負
者
抱
者
、
絡
繹
載
路
」

【
絡
車
】
糸
を
巻
く
車
。
い
と
ぐ
る
ま
。
恵
洪
、
資
国
寺
春
晩
詩
「
龍
卿
戒

ラ
ク
シ
ヤ

暁
月
空
斜
、
喚
起
沽
円
響
二

絡
車
一

」

と
引
用
し
、「
絡
繹
」
の
語
の
特
徴
を
示
さ
れ
て
い
る
。

中
村
宗
彦
編
『
九
條
本
文
選
古
訓
集
』

○
或
渾
沌
而
潺
湲
兮
獵
若
枝
折
或
漫
衍

ト

而
駱
驛

ト

沛
焉

ト
兎

競
溢
ア
フ
ル
ト

惏
慄

ト

然

ナ

カ

シ

ト
シ
テ

キ

タ

ル

キ
ソ
ヒ

イ

ツ

密
卛
シ
ツ
カ
ニ
シ
テ
ト

掩
以

テ

絶
滅

ス

。
〔

頁
〕

シ
ユ
ツ

487

○
聯
緜
漂
撇

ト
シ
テ

生
ス

二

微
風
一

兮
。
連
延
駱
驛

ト

變
無

シ
レ

窮
リ

兮
。〔

頁
〕

ツ
ラ
ナ
リ

489

○
駱
驛

ト

飛
散

シ

颯
沓

ト
兎

合
せ

并
ス

。
〔

頁
〕

ツ
ラ
ナ
リ
テ

492

○

赴

縱
横

ト

駱
驛

ト

各
有
レ

所
レ

趣
ク

。
爾

兎

乃
。
〔

頁
〕

ヲ
モ
ム
ク

ホ
ト
コ
リ

ツ
ラ
ナ
リ
テ

337

国
宝
『
文
選
』
卷
十
七
、
音
樂
上
・
王
子
淵

○
若

シ
二

枚
ノ

折
カ

一

或
ハ

漫
衍

ト

而
駱
驛
兮
沛

浦見

焉
シ

競
溢

音
迭
善
夲
作
溢
字

良
曰
聲
或
有
渾
沌
繁
雜
而
不
分

而
潺
湲
如
清
流
之
聲
者
又
獵
然
如
木
枝
摧
折
或
漫
衍

エ
タ

ヲ

ル

ナ

カ

レ

ユ
キ
ヽ
タ
ル

キ
ヲ
イ
ア
フ
ル

駱
驛
而
不
絶
沛
然
競
軼
而
度
也
猟
木
折
聲
枚
木
枝
也
沛
多
貌
軼
度
也

善
曰
渾
沌
不
分
之
貌
雜
字

曰
潺
湲
水
流
猟
聲
也
枚
折
似
枚
之
折
也
毛
萇
詩
傳
曰
枚
幹
也
漫
衍
流
溢
貌
駱
驛
相
連
延
貌
沛
多
貌

〔
第
二
卷

⑥
〕

1039

○
延
駱
驛
變
無

シ
レ

窮
リ

兮
《
割
注
》
銑
曰
銑
曰
聯
絲
不
絶
也
〔
前
略
〕
連
延
駱
驛
亦
不
絶

ツ
ラ
ナ
リ

貌
。
〔
第
二
卷

⑦
〕

1047

和
刻
本
『
文
選
』
卷
四
、
南
都
賦
・
張
平
子

○
男
女
姣

古卯

服
ン
テ

駱
驛

ト
兎

繽
紛

タ
リ

《
割
注
》
善
曰
。
網

ハ

維
網
也
。
駱
驛
繽
紛

ハ

徃
來
衆

ユ
キ
ヽ
タ
ル

オ

ヽ

シ

多
ノ

貌
。
銑
曰
。
綱

ハ

連
レ

帷
ヲ

之
繩
。
姣

ハ

好
也
。
〔
第
一
卷

上
左
⑤
〕

111

和
刻
本
『
文
選
』
卷
十
一
、
宮
殿
、
魯
靈
光
殿
賦
・
王
文
考
、
張
載
注

○
縱
横

ト

駱
驛

ト

。
各
有

リ
レ

所
レ

趣
ク

。《
割
注
》
〔
前
略
〕
駱
驛

ハ

不
レ

絶
也
。
〔
第
一
卷

ホ
ト
コ
リ

ツ
ラ
ナ
リ
テ

下
左
⑥
〕

281
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和
刻
本
『
文
選
』
卷
十
七
、
音
樂
上
・
王
子
淵

○
若

シ
二

枚
ノ

折
カ

一

或
ハ

漫
衍

ト

而
駱
驛

ト

兮
。
沛

浦具

焉
ト
兎

競
溢
ア
フ
ル
ト

《
割
注
》
〔
前
略
〕

エ
タ

ヲ

ル

ナ

カ

レ

ユ
キ
ヽ
タ
ル

キ
ソ
ヒ

イ

ツ

或
漫
衍
駱
驛

ト
兎

而
不
レ

絶
。
〔
第
一
卷

上
右
⑦
〕

411

○
連
延
駱
驛

ト

變
無

シ
レ

窮
リ

兮
《
割
注
》
銑
曰
聯
絲
不
絶
也
〔
前
略
〕
連
延
駱
驛

モ

亦
不
レ

ツ
ラ
ナ
リ
テ

―

絶
皃
。
〔
第
一
卷

上
左
③
〕

414

和
刻
本
『
文
選
』
卷
十
七
、
音
樂
上
・
舞
賦
并
序
、
傅
武
仲

○
駱
驛

ト

飛
散

シ

。
颯

蘇合

沓
ト
兎

《
割
注
》
徒
合
切
吏
善
作
レ

爛
○
合

せ

并
ス

。
韓
子
曰
。
長

ツ
ラ
ナ
リ
テ

袖
善
舞
。
駱
驛

ハ

不
レ

絶
ノ

皃
。
爛
吏

ハ

屈
折

ノ

皃
。
盤
旋

ノ

皃
。
合
并

ト
ハ

謂
二

與
曲
度
相
合

ヲ
一

也
。〔
第

一
卷

上
左
⑤
〕

417

和
刻
本
『
文
選
』
卷
十
八
、
音
樂
下
・
長
笛
賦
、
馬
季
長

●
繁
縟
絡
繹

ナ
ル
添
ハ

。
范
蔡

カ

之
存

ナ
リ

也
。《
割
注
》
善
曰
。
辭
旨
繁
縟

ニ
兎

又
相
連
續

ス
ル

也
。
説
文

ニ

曰
。
縟

ハ

彩
飾
也
。
戰
國
策

ニ

范
睢
説

テ
レ

秦
王

ニ

爲
レ

秦
ノ

相
ト

。
史
記
曰
蔡

ハ

蔡
澤
也
。

説
二

范
睢

ニ
一

而
代

ル
二

其
ノ

相
ノ

位
ニ

一

。
皆
辯
士
也
。
笛
聲
繁
多

ニ
兎

相
連

テ

不
添

レ

絶
。
如
二

范
睢
蔡
澤

カ

之
説
辭

ノ
一

也
。
〔
第
一
卷

下
左
⑦
〕

426

和
刻
本
『
文
選
』
卷
十
八
、
音
樂
下
・
琴
賦
并
序
、
嵆
叔
夜

○
從
横
駱
驛

シ
テ

奔
リ

遁
レ
テ

相
逼

ル

《
割
注
》
〔
前
略
〕
賦
曰
。
從
横
駱
驛
。
○
良
曰
。
皆

聲
ノ

繁
急
重
疊
従
横

兎

相
連

ノ

皃
。
〔
第
一
卷

下
右
⑧
〕

435

和
刻
本
『
文
選
』
卷
十
八
、
音
樂
下
・
嘯
賦
、
成
公
子
安

○

乃
吟
詠

兎

而
發
散

ス

。
聲
駱
驛

ト
兎
五
臣
作

レ

驛

驛

而
響

ノ
如
ニ

連
レ
リ

。
舒
二

蓄

思
ノ

之
悱
憤

ス

ノ
ヘ

タ
ク
ワ
ヘ
タ
ル

タ
ル
ヲ

一

。
奮
二

久
シ
ク

結
ヘ
ル
ノ

之
纏
緜

タ
ル
ヲ

一

《
割
注
》
善
曰
。
駱
驛

ハ

不
レ

絶
皃
。
論
語

ニ

子
ノ

曰
。

不
ン
ハ

レ

憤
不
レ

啓
せ

。
不
レ

悱
不
レ

發
。
毛
詩
傳

ニ

曰
。
綢
繆

ハ

猶
レ

纏
緜
也
○
向
日
。
發
散

ハ

謂
ル

發
二

散
ス
ル
也

其
志

ヲ
一

。
驛
驛

ハ

聲
連

ル

皃
。
舒

ハ

申
。
蓄

ハ

積
也
。
悱
憤

ハ

心
憂
也
。
奮

ハ

起
也
。
久
結
纏

緜
ハ

謂
ル

久
ク

憂
テ

相
纏
緜

ス
ル

也
。
〔
第
一
卷

下
左
⑦
〕

445

和
刻
本
『
文
選
』
卷
三
十
四
、
七
上
、
七
發
八
首
、
枚
叔

シ
ツ
ハ
ツ

○

純
馳

ス
二

浩
蜺

ヲ
一

。
前
後
駱
驛

タ
リ

《
割
注
》
善
曰
。
賈
逵
國
語
注
。
純

ハ

専
也
。
浩
蜺

ハ

モ
ハ
ラ

即
素
蜺
也
。
波
濤

ノ

之
勢
若
レ

素
蜺

ノ

而
馳

ス

。
言
レ

其
ノ

長
ヲ

也
。
○
向
曰
。
純

ハ

專
。
浩

ハ

大
也
。

言
ハ

似
三

專
馳
二

大
蜺

ヲ
一

。
駱
驛

ハ

不
レ

絶
也
〔
第
二
卷

上
右
⑤
〕

830

和
刻
本
『
文
選
』
卷
五
十
五
、
廣
絶
交
論
、
劉
孝
標
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○
駱
驛
縱
横

ニ
兎

。
煙
霏
雨
散

ス

。
巧
歴

モ

所
ロ

レ

不
ル

レ

知
ラ

。
心
計

モ

莫
シ

二

能
ク

測
ル
添

ト
ヒ

一

。《
割
注
》
善
曰
。
駱
驛
縱
横

ハ

不
レ

絶
也
。
煙
霏
雨
散

ハ

衆
多

ナ
ル
ソ

也
。
魯

ノ

靈
光
殿

ノ

賦
ニ

曰
。

縱
横
駱
驛

ト
兎

各
／
＼

有
レ

所
レ

趣
。
陸
機

カ

列
仙
新
賦
曰
。
騰
二

煙
霧

ノ

之
霏
霏

ヲ
一

。
劇
秦
美
新

ニ

曰
。

霧
如
ニ

集
雨

ニ

散
。
莊
子

ニ

曰
。
巧
歴

モ

不
レ

能
レ

得
添

而
況

ヤ

凡
ヲ
ヤ

乎
。
漢
書

ニ

曰
。
桑
弘
羊
雒
陽

ノ

賈

人
ノ

子
。
以
二

心
計

ヲ
一

。
侍
中

タ
リ

○
翰
曰
。
駱
驛
縱
横

ハ

不
レ

絶
皃
。
煙
霏
雨
散

ト
ハ

衆
多

ノ

皃
。
言

ハ

交
道
多

兎
レ

塗
雖
下

巧
ニ

二

於
歴
數

ニ
一

。
及

ヒ

心
筭

ノ

之
人

ト
上

無
三

能
ク

知
二

測
添

其
ノ

委
趨

ヲ
一

也
〔
第
三

卷

下
左
⑧
〕

1311こ
の
和
刻
本
『
文
選
』
の
な
か
に
一
例
で
は
あ
る
が
、
「
絡
驛
」
の
語
を
見
出

し
て
い
る
。
付
訓
と
し
て
「
ゆ
き
き
た
る
」
と
「
き
た
る
」
そ
し
て
、「
つ
ら
な

り
て
」
の
三
種
の
読
み
を
確
認
す
る
。

『
名
義
抄
』
所
載
「
駱
驛
＝
絡
繹
」
の
語

ラ

ク

エ
キ

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
馬
部

駱
亠
洛
。
馬
名
。
又
馲
駝
。
又
亠
託
。

ト
ヽ
ム

〔
僧
中

⑤
〕

100

驛
亠
譯
。
ツ
ラ
ヌ
、
ハ
ス
、
ミ
チ
、

ム
マ
ヤ
、
ハ
シ
ル

〔
僧
中

⑥
〕

109

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
糸
部

- 8 -

絡
亠
落
。
マ
ク
、
イ
ト
マ
ク
、
ク
サ
リ
／
ル
、
ク
ル
、
ヨ
ル
、

ツ
ヽ
ム
、
モ
ト
ホ
ル
、
ユ
フ
、
シ
ハ
ル
、
マ
ツ
／
ト
フ
、
メ
ク
レ
／
ル
リ

〔
法
中

④
〕

112

繹
亠
亦
。
ヲ
サ
ム
、
ヲ
ホ
ヒ
ナ
リ
、
ヨ
ロ
コ
フ
、
ツ
ク
＼
マ
ツ
リ
、

タ
ヅ
ヌ
、
ツ
ラ
ナ
ル
、
シ
タ
カ
フ
、
ス
ミ
ヤ
カ
、
タ
チ
マ
チ

諍
正

〔
法
中

③
〕

115

『
名
義
抄
』
の
な
か
で
、「
く
る
」
の
訓
は
、
單
字
「
絡
」
の
文
字
に
の
み
に

見
え
て
い
る
語
で
も
あ
る
。
今
回
こ
の
「
絡
」
の
語
を
見
て
い
て
気
づ
い
た
こ

と
に
、
和
訓
排
列
を
縱
に
順
次
訓
む
だ
け
で
は
な
く
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義

抄
』
は
横
と
の
和
訓
連
鎖
を
有
す
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
こ

の
「
ク
ル
」
と
「
マ
ト
フ
」
、
「
ク
サ
リ
」
と
「
シ
ハ
ル
」
と
云
っ
た
類
義
訓
が

ツ

横
に
排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
更
に
精

査
せ
ね
ば
確
定
で
き
な
い
こ
と
だ
が
、
爰
に
記
録
し
て
お
く
。

原
撰
で
あ
る
圖
書
陵
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
、
実
際
、
表
２
池
田
証
寿
編

「
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
出
典
索
引
」
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
語
に
『
文
選
』

を
典
拠
と
し
た
語
資
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
單
字
「
絡
」
に
つ
い
て
も

図
書
寮
本
を
見
る
に
、

絞
絡

下
（
絡
）

マ
ト
フ
巽

メ
グ
レ
リ
〔
糸
部

⑥
〕

ツ

295

が
あ
る
。
こ
の
「
マ
ト
フ
」
の
訓
に
「
巽
」
と
し
て
い
て
、
『
文
選
』
を
典
拠
と

ツ
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し
て
掲
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
和
刻
本
『
文
選
』
で
は
、

以
シ

二

藻
繡

ヲ
一

絡

以
せ
リ

二

綸
五
臣

作
編

連
ヲ

一

。
〔
卷
一
・
西
都
賦

上
左
⑥
、
第
一
卷

マ
ツ
フ
ニ

16

頁
〕

37の
訓
か
ら
の
引
用
箇
所
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』

に
は
、
『
文
選
』
に
数
例
所
載
す
る
と
こ
ろ
の
「
駱
驛
」
「
絡
驛
」
の
熟
語
に
つ

い
て
は
、
引
用
未
収
載
の
語
と
な
っ
て
い
る
。
此
処
で
も
凡
て
單
字
に
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
字
訓
を
知
る
に
留
ま
る
に
過
ぎ
な
い
。

漢
語
「
駱
驛
」
と
和
語
「
く
れ
く
れ
と
」
の
境
界

は

ざ

ま

こ
の
「
駱
驛
」
の
語
を
本
邦
に
現
存
す
る
漢
籍
資
料
に
求
め
て
み
る
に
、
福

岡
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
の
国
宝
『
翰
苑
』〔
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
発
行
〕

に
、

後
漢
書
曰
、
建
武
廿
五
年
、

遼
西
烏
桓
大
人
輒
旦
等
九
百

廿
二
人
、
卛
衆
向
化
、
詣
闕

朝
貢
、
獻
奴
婢
牛
馬
及
弓
武

傭
舷
皮
、
是
時
四
夷
朝
賀
、

駱
驛
而
至
、
天
子
乃
大
會
勞

饗
、
賜
以
珎
寳
、
烏
桓
…
…
。
〔

頁
〕

23

と
あ
っ
て
、「
不
レ

絶
の
皃
」
の
意
に
用
い
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
果
た
し
て
漢
語
「
駱
驛
」
の
語
と
和
語
「
く
れ
く
れ
と
」
と

が
唐
文
化
に
親
し
ん
だ
憶
良
翻
訳
の
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
吉
田
金

彦
氏
の
今
般
の
提
唱
は
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
和
語
副
詞
「
く
れ
く
れ
と
」

の
「
く
れ
」
が
和
語
動
詞
「
く
る
【
繰
・
絡
】
〔
他
ラ
下
二
〕
」
の
連
用
形
が
名

詞
化
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、「
順
々
に
向
こ
う
へ
送
っ
て
や
る
」
の
意
と
し
て
の

語
用
例
を
更
に
万
葉
時
代
の
資
料
か
ら
見
出
す
必
要
性
が
ま
ず
第
一
義
と
な
る

- 10 -

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
九
世
紀
後
の
『
神
樂
歌
』
、
早
歌
「
〈
本
〉
深
山
の
小
葛

こ
つ
づ
ら

〈
末
〉
久
礼
久
礼
小
葛
」
と
の
連
関
性
は
如
何
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
か
ら
も
本
邦
に
現
存
伝
来
し
、
中
国
に
佚
亡
す
る
漢
籍
資
料
『
翰

苑
』
の
「
駱
驛
」
は
、
こ
の
本
朝
教
養
人
の
読
み
手
を
意
識
す
る
う
え
で
も
う

一
つ
の
傍
証
と
な
る
ま
い
か
。

和
語
「
く
れ
く
れ
と
」
に
お
け
る
後
世
の
語
用
例
と
し
て
は
、

十
一
世
紀
の
今
様
『
梁
塵
秘
抄
』
卷
第
二
・

に
、

361

○
甲
斐
の
國
よ
り
罷
り
出
で
て
、
信
濃
の
御
坂
を
く
れ
／
＼
と
、
遙
々
と
鳥

か

ゐ

く
に

ま
か

い

ゝ

し

な

の

ゝ

み

さ

か

は
る

゛
＼

と
り

の
子
に
し
も
あ
ら
ね
ど
も
、
産
毛
も
變
は
ら
で
歸
れ
と
や
、

こ

う

ぶ

げ

か

か
へ

十
一
世
紀
の
歴
史
物
語
『
榮
花
物
語
』
卷
第
五
、「
浦
々
の
わ
か
れ
」
に
、

○
そ
れ
よ
り
木
幡
に
參
ら
せ
給
へ
る
に
、
月
明
け
れ
ど
、
此
と
こ
ろ
は
い
み

ま
い

あ
か

じ
う
こ
暗
け
れ
ば
、「
そ
の
程
ぞ
か
し
」
と
推
し
量
り
お
は
し
ま
い
て
、
か
の
山
近

ぐ
ら

ほ
ど

を

は
か

ぢ
か

に
て
は
お
り
さ
せ
給
て
、
く
れ
／
゛
＼
と
、
分
け
入
ら
せ
給
ふ
に
、
木
の
間
よ

わ

い

り
漏
り
出
た
る
月
を
し
る
べ
に
て
、卒
塔
婆
や
釘
貫
な
ど
い
と
多
か
る
中
に
、「
こ

も

そ

と

ば

く
ぎ
ぬ
き

お
ほ

れ
は
去
年
の
此
頃
の
事
ぞ
か
し
。
さ
れ
ば
少
し
白
く
見
ゆ
れ
ど
、
其
折
か
ら
人

こ

ぞ

ご
ろ

す
こ

を
り

／
＼
あ
ま
た
も
の
し
給
ひ
し
か
ば
、
い
づ
れ
に
か
」
と
尋
ま
い
ら
せ
給
へ
り
。

と
二
例
が
あ
っ
て
、
『
梁
塵
秘
抄
』〔
大
系
本

頁
〕
補
注
二
六
〇
に
、
「
く
れ
／

514

＼
は
、
た
ど
り
行
く
さ
ま
、
難
渋
し
て
行
く
さ
ま
」
と
記
載
す
る
。
ま
た
、
高

橋
文
二
先
生
の
ご
論
攷
「
く
れ
く
れ
攷
」
が
參
考
と
な
る
が
未
見
。
後
者
の
『
榮

花
物
語
』〔
大
系
本
〕
は
、「
心
も
暗
く
悲
し
み
に
く
れ
な
が
ら
」
と
注
解
す
る
。

十
二
世
紀
の
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
卷
四
・
橋
合
戦
の

「
馬
の
足
の
及
ば
う
程
は
手
綱
を
く
れ
て
歩
ま
せ
よ
」

「
馬
の
足
の
と
づ
か
む
程
は
手
綱
を
く
れ
て
歩
ま
せ
よ
。
」
〔
延
慶
本
第
二
卷

・
第
二
中

ウ
・
三
三
八
頁
〕

59

の
例
を
見
る
。
こ
の
「
繰
・
絡
る
」
の
語
と
「
く
れ
く
れ
と
」
云
う
畳
語
副
詞

と
が
ど
の
よ
う
に
連
関
し
て
い
る
か
を
今
後
も
資
料
に
基
づ
い
て
丹
念
に
説
明
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づ
け
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

表
１

吉
田
金
彦
氏
の
研
究

表
２

『
文
選
』
か
ら
の
典
拠


